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府
は
、「
働
き
方
改
革
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
少
子
高

齢
化
で
労
働
人
口
が
減
少
す

る
日
本
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
を
最

大
限
活
用
し
て
生
産
性
を
高
め
、
長
時

間
労
働
を
是
正
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
時

間
的
な
ゆ
と
り
が
で
き
れ
ば
、
ワ
ー
ク

・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
活
用
し
て
子

育
て
の
時
間
や
家
族
や
仲
間
と
の
交
流

が
増
え
、
豊
か
な
社
会
の
構
築
に
つ
な

が
る
。
ま
た
、
ゆ
と
り
の
時
間
は
柔
軟

な
発
想
に
つ
な
が
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
源
泉
に
な
る
。

　
だ
が
、
現
実
に
は
、
日
本
の
労
働
時

間
は
長
く
、
労
働
生
産
性
も
低
い
。
経

済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
５
年
の
日
本
の
労
働
時

間
は
年
間
１
７
０
０
時
間
を
超
え
て
お

り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
１
６
１
２
時
間
、

フ
ラ
ン
ス
の
１
４
８
２
時
間
、
ド
イ
ツ

の
１
３
７
１
時
間
に
比
べ
て
突
出
し
て

長
い
。
他
方
、「
単
位
労
働
時
間
当
た
り

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）」（
10
年
基

準
）
は
、
14
年
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
54

・
４
㌦
、
フ
ラ
ン
ス
が
60
・
３
㌦
、
ド

イ
ツ
が
58
・
９
㌦
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

日
本
は
39
・
４
㌦
に
と
ど
ま
る
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
長
期
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

「
労
働
時
間
」
と
「
生
産
性
（
１
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
÷
労
働
時
間
）」
に
は
負

の
相
関
関
係
が
あ
り
、
労
働
時
間
が
短

い
ほ
ど
生
産
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
で

は
、
日
本
に
当
て
は
め
る
と
ど
う
な
る

の
か
。「
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
＝
生
産
性

×
年
間
平
均
の
労
働
時
間
」
で
簡
易
試

算
し
た
と
こ
ろ
、
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
年
間
平
均
の
労
働
時
間
の
関
係
は
上

に
凸
の
曲
線
と
な
り
、
年
間
平
均
の
労

働
時
間
が
約
１
０
０
０
時
間
の
と
き
に

１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
最
大
に
な
る
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
の
労
働
時
間
を
約
７

０
０
時
間
も
削
減
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
約
３
３
０
時
間

削
減
し
、
ド
イ
ツ
並
み
の
労
働
時
間
に

ま
で
減
少
さ
せ
て
も
、
１
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
１
日
の
労
働
時
間
が
８
時
間
の
場
合
、

３
３
０
時
間
は
約
40
日
分
に
相
当
し
、

週
休
３
日
制
を
実
現
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
時
間
が
確
保
で

き
れ
ば
、
子
育
て
・
介
護
な
ど
を
含
む

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
の
実
現
も
は

る
か
に
容
易
に
な
る
は
ず
だ
。
労
働
生

産
性
の
向
上
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
の
改

革
が
求
め
ら
れ
る
。
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情報通信技術の活用で
労働生産性を高め
長時間労働の是正を！
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